
【表紙】

【提出書類】 半期報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成20年９月12日

【中間会計期間】 第92期中（平成20年１月1日から　平成20年６月30日まで）

【会社名】 メルシャン株式会社

【英訳名】 Mercian Corporation

【代表者の役職氏名】 取締役社長　　岡部　有治

【本店の所在の場所】 東京都中央区京橋一丁目５番８号

【電話番号】 03(3231)3925

【事務連絡者氏名】 財務部長　　田尻　慶幸

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区京橋一丁目５番８号

【電話番号】 03(3231)3925

【事務連絡者氏名】 財務部長　　田尻　慶幸

【縦覧に供する場所】 メルシャン株式会社 東日本統括本部中部営業部

（名古屋市中村区名駅三丁目28番12号大名古屋ビル10階）

メルシャン株式会社 西日本統括本部

（大阪市西区江戸堀二丁目１番１号江戸堀センタービル8階）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

EDINET提出書類

メルシャン株式会社(E00398)

半期報告書

 1/69



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第90期中 第91期中 第92期中 第90期 第91期

会計期間

平成18年
１月１日から
平成18年
６月30日まで

平成19年
１月１日から
平成19年
６月30日まで

平成20年
１月１日から
平成20年
６月30日まで

平成18年
１月１日から
平成18年
12月31日まで

平成19年
１月１日から
平成19年
12月31日まで

売上高 (百万円) 45,159 47,299 43,512 99,587 103,329

経常利益 (百万円) △551 △352 △331 1,558 896

中間（当期）純利益 (百万円) △475 △363 △276 1,860 483

純資産額 (百万円) 46,396 48,164 47,204 48,887 48,618

総資産額 (百万円) 87,864 92,976 83,124 95,418 89,129

１株当たり純資産額 (円) 346.37 359.42 352.06 364.63 362.65

１株当たり中間（当期）

純利益金額
(円) △3.57 △2.72 △2.08 13.96 3.63

潜在株式調整後

１株当たり中間（当期）

純利益金額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 52.5 51.5 56.4 50.9 54.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) 4,747 3,073 2,730 1,952 4,949

投資活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △3,962 △2,438 △1,201 △2,449 △3,060

財務活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) 2,342 △965 △1,051 1,831 △970

現金および現金同等物の

中間期末（期末）残高
(百万円) 6,973 4,924 6,586 5,214 6,128

従業員数

（外、平均臨時雇用者

数）

(名)
1,392

(266)

1,320

(289)

1,226

(259)

1,300

(325)

1,192

(267)

　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　２　△は損失であります。

３　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、第90期および第91期は潜在株式が存在しな

いため、第90期中、第91期中および第92期中は中間純損失が計上されているため記載しておりません。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第90期中 第91期中 第92期中 第90期 第91期

会計期間

平成18年
１月１日から
平成18年
６月30日まで

平成19年
１月１日から
平成19年
６月30日まで

平成20年
１月１日から
平成20年
６月30日まで

平成18年
１月１日から
平成18年
12月31日まで

平成19年
１月１日から
平成19年
12月31日まで

売上高 (百万円) 42,547 43,339 39,004 92,256 94,888

経常利益 (百万円) △429 △369 △213 1,246 614

中間（当期）純利益 (百万円) △324 △334 △74 1,790 361

資本金 (百万円) 20,972 20,972 20,972 20,972 20,972

発行済株式総数 (株) 133,689,303 133,689,303 133,689,303 133,689,303 133,689,303

純資産額 (百万円) 45,668 46,790 46,360 47,698 47,335

総資産額 (百万円) 83,226 87,371 78,081 90,072 83,274

１株当たり配当額 (円) － － － 5.00 5.00

自己資本比率 (％) 54.9 53.5 59.4 53.0 56.8

従業員数

（外、平均臨時雇用者

数）

(名)
893

(197)

888

(155)

862

(198)

882

(183)

820

(209)

　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　△は損失であります。
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２【事業の内容】

(1）事業内容の重要な変更

　該当する事項はありません。

(2）主要な関係会社の異動

該当する事項はありません。

　

３【関係会社の状況】

当中間連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 （平成20年６月30日現在）

事業の種類別セグメントの名称 従業員数（名）

酒類 702 （111)

医薬・化学品 122 　（63)

飼料 98 　(20)

その他 209 　(54)

全社（共通） 95 　(11)

合計 1,226 (259)　

　（注）１　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当中間連結会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。

　　　　２　全社（共通）として、記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属しているもの

であります。

３　就業人員には、当社グループから当社グループ外への出向者（131名）を除き、当社グループ外から当社グ

ループへの出向者(18名)を含んでおります。

(2）提出会社の状況

　 （平成20年６月30日現在）

従業員数（名） 862(198)　

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当中間会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(3）労働組合の状況

　特記すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

  当中間連結会計期間のわが国経済は、原油価格の高騰などに伴う原材料価格の上昇や、米ドルに対する円高の影響

が企業の利益や個人消費を圧迫し、景気の先行きへの不安がますます強まる状況で推移いたしました。

　酒類業界は、消費の減少傾向と低価格志向が続き、企業間の販売競争が激しさを増すなか、原材料価格の上昇や為替

相場の影響により商品価格の値上げが相次ぎ、大変厳しい事業環境が続きました。

　このような状況のもとで、当社グループは、昨年発表した2012年までの中期経営計画の初年度として、重点事業に掲

げているワイン事業と加工用酒類事業両事業でのストロングＮｏ.1の早期達成を目指し、消費者のニーズを的確に把

握して新しい市場の創造に努めました。またキリンビール㈱への販売移管に伴い受託生産品に移行した焼酎、低アル

コール飲料等が前年同期売上を大幅に下回る中、ワインを中心とした成長分野での事業拡大と販売管理費等徹底した

コスト低減に取り組みました。

　これらの結果、当中間連結会計期間の連結売上高は減収、営業損失は１億３千７百万円改善の３億２千２百万円とな

りました。

　　　連結売上高　　　　　　 435億１千２百万円（前年同期比　　　　　　　   8.0％減）

　　　連結営業損失　　　　　　３億２千２百万円（前年同期営業損失　４億５千９百万円）

　　　連結経常損失　　　　　　３億３千１百万円（前年同期経常損失　３億５千２百万円）

　　　連結中間純損失　　　  　２億７千６百万円（前年同期純損失　  ３億６千３百万円）

　事業別の業績は、次のとおりであります。

　

【酒類事業】

   当中間連結会計期間のワイン市場は、期中を通して国産ワインでは酸化防止剤無添加ワインカテゴリーや大容量

ワインが伸長し、輸入ワインではスパークリングワインが市場を牽引しましたが、３月以降の物価高騰・株価下落な

どによる景気の減速感や様々な商品の相次ぐ値上げなどにより、特に業務用市場の需要冷え込みが顕著となり、ワイ

ン市場全体としては前年同期を若干上回る程度に留まりました。

　   当社グループのワイン事業は、販売面では、キリングループとしてシナジー効果を最大化するため、「メルシャンお

いしい酸化防止剤無添加ワイン」、チリワイン「サンライズ」、「フロンテラ」等、国産・輸入デイリーワインの主力

品や、「日本の地ワイン」シリーズを中心にキリンビール㈱、キリンマーチャンダイジング㈱と協働して積極的な販

売活動を実施し、前年同期売上を大幅に上回りました。また、商品面では、カリフォルニアワイン「フランジア」の日

本国内でのボトリングを開始し、品質面や利便性を強化すると共に、食マッチを訴求した国産ワインの新商品「メル

シャン　Uchi!Gochi!（ウチごち）」を上市するなど、ワイン市場の拡大に繋がる新しい商品提案を行うとともに、イタ

リアワイン「カステラーレ・ディ・カステリーナ」の新規取り扱いによる欧州ワインのポートフォリオの拡充や、

「シャトー・メルシャン　甲州きいろ香」の2007年ヴィンテージの発売により、日本ワインへの関心の喚起・市場拡

大に取り組みました。これらの結果、ワイン事業全体では、前年同期売上を大幅に上回りました。なお、中国酒「古越龍

山」については、中国酒カテゴリーのグループ内統合を図るため、キリンビール㈱および㈱永昌源へ本年7月からの移

管を決め、準備作業を実施しました。

　 　加工用酒類市場は、各種原材料の高騰に加えて、加工食品メーカー、外食産業、中食産業の原価高騰によるコスト削減

要請や、中国産冷凍餃子問題に端を発した需要減少などで厳しい環境下におかれました。

 　　当社グループの加工用酒類事業は、調理用みりん、発酵調味料、加工用ワインが市場の低迷の影響で前年同期売上を割

り込みましたが、製菓用洋酒は、キリンビール㈱から移管を受けた「マイヤーズ・ラム」の売上が寄与し前年同期を

上回りました。また、機能性特化型の発酵調味料「味アップ　やわらか肉自慢」を新規導入し、幅広い提案活動を行い

ました。アルコール製剤は、食の“安全・安心”意識の高まりから、前年同期を上回りました。これらの結果、加工用酒

類事業全体では、前年同期売上を上回りました。

  　 アルコール事業では、酒類原料用アルコールは、低アルコール飲料などに使用されるリキュール用アルコールの販売

促進に注力し、前年同期を上回りました。工業用アルコールは、市場価格が軟化するなか、価格競争を避け堅実な販売

を展開しました。これらの結果、アルコール事業全体では、前年同期売上を上回りました。

　　 昨年７月よりキリンビール㈱に販売を移管し、同社からの受託生産を行うこととなった低アルコール飲料、国産ウイ

スキー、梅酒、焼酎類では、梅酒が前年同期並の数量を確保したものの、その他については前年同期を割り込み、受託生

産品全体では前年同期売上を大幅に下回りました。

　これらの結果、酒類事業の売上高は、315億１千９百万円(前年同期比12.3％減)となりました。営業損失については、前

年同期比１億４百万円改善の７億６千９百万円となりました。
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 　 【医薬・化学品事業】

  　 医薬・化学品事業では、抗生物質「ジョサマイシン」が、製造能力の向上により中国・欧州向けの出荷拡大が可能と

なり、順調に推移しました。制癌剤は中国向け原薬輸出が好調の「ピラルビシン」や、新規商品として導入した制癌剤

が寄与し、その他の商品についても前期から導入した農業用抗生物質が寄与した結果、医薬・化学品事業全体では、前

年同期売上を上回りました。

　これらの結果、医薬・化学品事業の売上高は、35億４千万円(前年同期比24.5％増)となりました。営業利益については、

前年同期比８千５百万円増の４億２千７百万円となりました。

 　　

　

 　 【飼料事業】

　 　畜産飼料事業は、バイオエタノール需要の高まりによる穀物価格の高騰でコストが大幅にアップしましたが、値上げ

や高付加価値製品の販売強化及び生乳増産に対応した新製品の導入により、前年同期売上を上回りました。水産飼料

事業は、市場で養殖飼料である生餌の不足が慢性化し、生餌高騰に拍車がかかるなか、ハマチ、カンパチ用の「ソフト

ＥＰ」の販売が好調に推移しましたが、養殖魚の取扱いを縮小したため、前年同期売上を大幅に下回りました。　  こ

れらの結果、飼料事業の売上高は、76億２百万円(前年同期比1.7％増)となりました。営業利益については、前年同期比７

千５百万円増の２千５百万円となりました。

 　　

　

 　 【その他】

 　　その他の事業の売上高は、８億４千９百万円(前年同期比19.3％減)となりました。営業損失については、前年同期比１億

３千１百万円悪化の５百万円となりました。
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（2)キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における連結ベースの現金および現金同等物は、前中間連結会計期間末に比べ、16億６千１百

万円増加し、当中間連結会計期間末には、65億８千６百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　主として、売上債権の減少により、営業活動の結果獲得した資金は27億３千万円（前年同期比11.2％減）となりま

した。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　主として、有形固定資産の取得により、投資活動の結果使用した資金は12億１百万円（支出が前年同期比50.7％

減）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　主として、配当金の支払いにより、財務活動の結果使用した資金は10億５千１百万円（支出が前年同期比9.0％増）

となりました。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当中間連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（百万円） 前年同期比（％）

酒類 20,683 81.1

医薬・化学品 3,138 175.4

飼料 5,852 102.8

合計 29,675 89.9

　（注）１　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注実績

　当中間連結会計期間における受注高および受注残高を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであり

ます。なお、受注状況はキリンビール㈱からの酒類の受注についてのみ算定しております。

事業の種類別セグメントの名称
受注高
（百万円）

前年同期比 
(％）

受注残高 
（百万円）

前年同期比
（％）

酒類 6,197 ― 420 ―

（注）１  金額は、販売価格によっております。

　２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　３  個別受注生産の金額的重要性が高まったため、前連結会計年度より受注状況を記載することとして

　　おります。　

　

(3）販売実績　

　当中間連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（百万円） 前年同期比（％）

酒類 31,519 87.7

医薬・化学品 3,540 124.5

飼料 7,602 101.7

その他 849 80.7

合計 43,512 92.0

　（注）１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　主要な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前中間連結会計期間
(平成19年１月１日から
平成19年6月30日まで)

当中間連結会計期間
(平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで)

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

　　キリンビール㈱ － － 7,328 16.8

　　　　国分㈱　 6,531 13.8 3,069 7.1

　　　　３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

　　当社がめざす、“ワイン事業と加工用酒類事業に特化し両事業分野でNo.1となること”、“お客様視点の経営を実践

する会社となること”および“品質管理とＣＳＲの向上に努めること”の３つの方針を実現するために経営のあり

方、仕組み、組織風土等を絶えず見直し革新してまいります。

　①　 経営基盤の整備

　経営基盤の整備として、昨年７月にカンパニー制を廃止し、ワイン事業と加工用酒類事業特化型のスリム化した組

織へ変更いたしました。今年７月にはワイン事業の組織を更に見直す等、今後も事業環境の変化に対応し絶えず見直

しを行い、それぞれの分野でストロングＮｏ.1の早期実現を目指してまいります。また、昨年7月に新設したＣＳＲ推

進部を中心に、全社リスクマネジメント・品質管理機能を強化し、さらなるＣＳＲの向上を図ります。

②　 コスト競争力の強化

　コスト改善活動を全社展開するとともにワイン専門総合会社に相応しい価値訴求型事業モデルを構築します。ま

た、営業・販売促進・生産・ＳＣＭ(サプライチェーンマネジメント)等あらゆる分野でのグループ連携強化により大

幅なコスト削減を図ります。

③　 組織風土・行動の革新

　全社員の行動指針にお客様視点を浸透・実践させるとともに、“新たなワイン需要の創造と拡大”、“一人一人の

働き方の改善”の全社的運動を展開しております。また、各部門で人材育成プログラムを導入し、自由闊達でいきい

きした組織風土を醸成します。

　

　

４【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において該当事項はありません。
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５【研究開発活動】

　当中間連結会計期間の研究開発活動は、優位性の高い技術の確立と新商品の創出を目指し、酒類、医薬・化学品、飼料

分野の事業戦略の上で急務になっている課題に取り組みました。

　当中間連結会計期間における当社グループの研究開発費の総額は４億１千１百万円であります。

　当社の研究開発活動は、酒類事業分野および医薬・化学品事業分野に特化した２グループの領域研究所（商品開発

研究所／加工用酒類研究所、生物資源研究所／バイオ技術開発センター）を中心に行っております。

［酒類事業］

酒類事業には、ワイン事業と加工用酒類事業が含まれ、ワイン事業の研究開発は商品開発研究所、加工用酒類事業

の研究開発は加工用酒類研究所が担当しております。

「商品開発研究所」では、お客様にワインという飲み物を通して、「豊かで華やぐ気持ち」「会話のある楽しい

食卓」「健やかな生活」をお届けするための研究、商品・技術開発を行なっております。

日本の食文化とワインの関係を科学的知見から追及するとともに、お客様の嗜好調査をキリン食生活文化研究所

と共同で行っています。お客様の日常のご家庭の食事に合う味わいのワインや和食と相性のいいワインの特徴など

を科学的に研究しており、新しい商品の香味設計、また、もっと沢山のお客様にワインに親しんでいただくための情

報発信に活かしております。ワインへのこのような科学的なアプローチは、2003年から開始した「甲州アロマプロ

ジェクト」でも活かされ、日本古来のブドウ品種「甲州」の香りに隠れた特徴を見出すことで、シャトーメルシャ

ン「甲州きいろ香」「甲州グリ・ド・グリ」など、従来の甲州ワインとは異なるタイプのワインが製造できるよう

になり、国内だけでなく、海外での評価も高まっております。また、昨年発売した「日本のあわシリーズ」は、2007年

国産ワインコンクールで「穂坂のあわ」が「銀賞及び最優秀カテゴリー賞」を獲得するなど高く評価されました

が、スパークリングワイン市場が好調に推移するなか、本年5月には、「勝沼のあわ　2007」「穂坂のあわ　2007」を

開発導入しました。

 一方、お客様の安心・安全、健やかな生活へのご要望が高まるなか、「メルシャン　酸化防止剤無添加ワイン」は、

毎日の食事にあう味わい、おいしさに対してご評価いただき本年6月までの販売数量が前年比120％と好調に推移、

カテゴリーシェア「No.1ブランド」となっております。今後も、このような科学的なアプローチにより、既にワイン

に親しまれているお客様だけでなく、より沢山の日本のお客様に「ワインの楽しさ、おいしさ、健康的な素材として

の魅力」を知っていただけるような新しい商品の提案と情報の発信を行なう予定です。

「加工用酒類研究所」では、料理に使用するお酒及び食品の開発に取り組んでおり、研究対象は、お酒全般から日

持ち向上剤であるアルコール製剤まで多岐に及んでおります。

研究所は、商品開発担当の商品開発室とお客様への提案型メニュー・レシピを開発、紹介するカスタマーセン

ターから成り、両組織が機能を補完することにより、質の高いお客様支援活動を展開しております。

最近の成果としましては、畜肉の食感や風味を改善するアルカリ系発酵調味料「味アップ　やわらか肉自慢」や、

重厚な熟成風味が持ち味のこくやてり出し専用みりん「煮切りみりんシリーズ」等、調理機能に特化した差別化商

品を、他社に先駆けて開発してまいりました。また、CSRの観点からも、これまで産業廃棄物扱いであった「醸造副産

物」の再利用に積極的に取り組み、焼酎粕に続き、ワイン粕も「安全・安心」の副原料として、新たな機能性調味料

への利用用途開拓が進んでおります。

これらの開発を迅速かつ的確に進めるために、当研究所の基礎研究分野として、「おいしさを科学する」調理科

学分野の充実を図り、収集された説得性の高い調理科学データが商品開発のみならず、加工用酒類事業のソリュー

ションビジネスの発展に大いに貢献しております。

　以上の結果、酒類事業の研究開発費は1億8千7百万円となりました。
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［医薬・化学品事業］

　医薬・化学品事業分野では、生物資源研究所およびバイオ技術開発センターで、天然物資源からの有用生理活性物

質の探索研究、および微生物変換法・発酵法・化学合成法による有用化合物の製造技術研究を行っております。探

索研究は製薬企業や外部研究機関との共同で行っており、微生物由来資源の供給先の一部では有用な開発候補物質

も発見されております。資源の多様性拡大を目的に、インドネシア・BPPT研究所と開始したプロジェクトでは、イン

ドネシアで分離された微生物の培養抽出物の調製が順調に進められており、サンプル提供の結果、有用と考えられ

る微生物も発見されております。また、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の大型創薬プ

ロジェクトである「化合物などを活用した生物システム制御基盤技術開発」においても、当研究所の微生物由来資

源の提供の結果、有用と考えられる化合物が発見されております。

　微生物変換のコア技術となる水酸化反応につきましては、原核微生物由来のP450水酸化酵素遺伝子の大腸菌発現

ライブラリー及び真核微生物由来のP450水酸化酵素遺伝子の酵母発現ライブラリーについて、国内外で水酸化スク

リーニングに利用されております。これらの水酸化遺伝子あるいは当社独自の水酸化微生物を適用して、開発医薬

品の中間体等として有用な水酸化体の製造プロセス研究を継続しておりますが、特異な基質に対しての水酸化の実

績が得られており、医薬中間体製造に利用価値の高いP450が見出されております。また、大腸菌発現システム及び工

業化システムの改良には継続的に取り組んでおり、水酸化スクリーニングの効率の向上および工業化研究の発展に

反映させております。NEDOの「微生物機能を活用した高度製造基盤技術開発」プロジェクトに参画して、大阪大学

・広島大学・産業総合研究所・日本電気株式会社と共同で取り組んでいるP450酵素の高機能化・多様化技術の研

究開発も進み成果が報告されております。

　このほか、制癌剤・抗生物質・その他の新規医薬品化合物の共同研究開発も進めており、エーザイ株式会社と共同

で見出した新規制癌剤候補であるPladienolide物質（エーザイ社:開発コード「E7107」）につきましては、エーザイ

社によって欧州・米国において臨床試験中です。その原薬の製法開発として高度に改変された水酸化遺伝子を組み

入れた生産菌株を利用した、工業的製造を検討しております。

　当社の発酵技術と発酵製造設備の有効利用を目的に立ち上げました受託発酵事業につきましては、現在、治験薬の

受託研究開発に力を入れております。また、自社で製造研究を行ってきた新規品目に関しても工業化技術の改良を

行い、実機での製造を終了し、ビジネス展開に備えております。さらに、これに続く複数の候補化合物について継続

的に新規に販売できるよう計画し研究開発を行っております。

　以上の結果、医薬・化学品事業の研究開発費は１億9千2百万円となりました。     

　

［飼料事業］

畜産飼料分野では、外部研究機関との共同で、機能性を有した高付加価値飼料の開発を主体に行っております。当

中間連結会計期間は、乳牛のカルシウム吸収性に関する研究開発を行いました。なかでも吸収促進因子の検討では、

候補となる有用素材のスクリーニングを行っております。

次に、抗生物質を不使用とする安全・安心な畜産物のニーズが高まるなか、代替となる免疫賦活効果や殺菌作用

などを有する素材の開発を行いました。また、使用経験のある素材について、新たな畜種に対する機能性を見出すべ

く、用途開発に取り組みました。

水産飼料分野では、養殖魚の品質向上に有用な栄養成分を豊富に含んだ、乾燥ビール酵母を利用した製品の開発

を中心に行いました。

　また、蛋白質原料高騰の折から、代替蛋白質の開発研究、アミノ酸の活用および微量栄養成分に関する研究試験を

行いました。

　その他、新形状タイプ飼料として開発された包餡型ペレットについては、クロマグロでの開発試験を行い、得られ

た知見を基に開発研究を継続して行いました。今後は特に、飼養面だけでなく肉質面でも評価の得られる飼料の開

発を目指しております。

　以上の結果、飼料事業の研究開発費は3千1百万円となりました。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

当中間連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

ならびに重要な設備計画の完了はありません。

また、当中間連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は以下のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地
事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定
年月

総額
(百万円)

既支払額
(百万円) 着手 完了

当社

八代工場

熊本県

八代市
医薬・化学品

排水処理

増強設備
170 － 自己資金

平成20年

６月

平成20年

10月

    （注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 488,419,000

計 488,419,000

②【発行済株式】

種類
　中間会計期間末現在
　　　発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年９月12日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 133,689,303 133,689,303

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

－

計 133,689,303 133,689,303 － －

（２）【新株予約権等の状況】

          該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

 　　　　 該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成20年１月１日～

平成20年６月30日　
－ 133,689,303 － 20,972 － 5,343
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年６月30日現在

氏名または名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

キリンホールディングス株式会社 東京都中央区新川二丁目10番１号 67,000 50.12

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 8,182 6.12

シービーエヌワイデイエフエイイン

ターナショナルキャップバリュー

ポートフォリオ

（常任代理人　シティバンク銀行株

式会社）

1299 OCEAN AVENUE,11F,SANTA

MONICA,CA 90401 USA

(東京都品川区東品川二丁目３番14号)

3,186 2.38

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 2,157 1.61

ステートストリートバンクアンドト

ラストカンパニー505019

（常任代理人　株式会社みずほコー

ポレート銀行兜町証券決済業務室）

AIB INTERNATIONAL CENTRE P.O.

BOX 518 IFSC DUBLIN, IRELAND

(東京都中央区日本橋兜町６番７号）

2,122 1.59

ステートストリートバンクアンドト

ラストカンパニー

（常任代理人　株式会社みずほコー

ポレート銀行兜町証券決済業務室）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSET

TS 02101 U.S.A.

（東京都中央区日本橋兜町６番７号）

1,388 1.04

ザチェースマンハッタンバンクエヌ

エイロンドンエスエルオムニバスア

カウント

（常任代理人　株式会社みずほコー

ポレート銀行兜町証券決済業務室）

WOOLGATE HOUSE,

 COLEMAN STREET　LONDON EC２P 

２HD, ENGLAND

(東京都中央区日本橋兜町６番７号)

1,199 0.90

鈴木　忠雄 東京都品川区 927 0.69

第一生命保険相互会社

（常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町一丁目13番１号

(東京都中央区晴海一丁目８番12号

 晴海アイランドトリトンスクエア

 オフィスタワーＺ棟)

857 0.64

明治安田生命保険相互会社

（常任代理人　資産管理サービス信

託銀行株式会社）

　

東京都千代田区丸の内二丁目１番１号

(東京都中央区晴海一丁目８番12号

 晴海アイランドトリトンスクエア

 オフィスタワーＺ棟)

742 0.56

計 ― 87,762 65.65
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　　－ 　－ 　－

議決権制限株式（自己株式等） 　　－ 　－ 　－

議決権制限株式（その他） 　　－ 　－ 　－

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　　　452,000
　－ －

（相互保有株式)

普通株式　　　178,000

完全議決権株式（その他） 普通株式　131,777,000 131,777 　　　　－

単元未満株式 普通株式　　1,282,303 　－
一単元(1,000株)

未満の株式

発行済株式総数 133,689,303 　－ 　－

総株主の議決権 　　－ 131,777 　－

　　（注）　上記「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株（議決権10個）含まれて

おります。単元未満株式には当社所有の自己株式183株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

メルシャン株式会

社 　     

（自己保有株式）
東京都中央区京橋

１－５－８
452,000 － 452,000 0.34

日本合成アルコー

ル株式会社 　     

（相互保有株式）
東京都港区赤坂

７－１－16　
178,000 － 178,000 0.13

計 － 630,000 － 630,000 0.47

　（注）　上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）あ

ります。なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含まれております。
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２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 213 216 205 219 250 253

最低（円） 177 194 180 203 211 236

　（注）　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

 　　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵省令第

24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前中間連結会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）は、改正前の中間連結財務諸表規則

に基づき、当中間連結会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）は、改正後の中間連結財務諸表規

則に基づいて作成しております。

(2）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。

以下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前中間会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づ

き、当中間会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて

作成しております。

２　監査証明について

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間連結会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日ま

で）の中間連結財務諸表および前中間会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）の中間財務諸表に

ついて、ならびに、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間連結会計期間（平成20年１月１日から

平成20年６月30日まで）の中間連結財務諸表および当中間会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日ま

で）の中間財務諸表について、監査法人トーマツにより中間監査を受けております。
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１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

　 　
前中間連結会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１　現金および預金 　  4,955   6,618   6,160  

２　受取手形および
売掛金

※５
　

 27,441   17,809   26,316  

３　有価証券 　  129   70   36  

４　たな卸資産   23,139   24,340   21,836  

５　繰延税金資産 　  2,184   1,649   1,601  

６　その他 　  3,710   2,454   2,367  

貸倒引当金 　  △18   △15   △13  

流動資産合計 　  61,542 66.2  52,926 63.7  58,306 65.4

Ⅱ　固定資産 　          

１　有形固定資産
※１,
２,
３

         

(1）建物および
構築物

　 10,328   9,912   10,099   

(2）機械装置および
運搬具

　 8,493   8,256   8,229   

(3）土地 　 1,729   1,686   1,708   

(4）建設仮勘定 　 186   623   459   

(5）その他 　 697 21,434  626 21,105  590 21,087  

２　無形固定資産 　  2,058   1,918   2,112  

３　投資その他の資産 　          

(1）投資有価証券 　 4,413   3,691   4,159   

(2）その他 　 3,666   3,547   3,563   

　貸倒引当金 　 △139 7,941  △64 7,174  △100 7,622  

固定資産合計 　  31,434 33.8  30,197 36.3  30,823 34.6

資産合計 　  92,976 100.0  83,124 100.0  89,129 100.0
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前中間連結会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１　支払手形および
買掛金

※５  8,616   7,865   8,651  

２　短期借入金 ※２  5,435   5,206   5,469  

３　１年内返済予定
長期借入金

　  11   52   17  

４　未払金 　  9,795   6,574   9,063  

５　未払法人税等 　  240   265   154  

６　賞与引当金 　  462   446   240  

７　役員賞与引当金 　  20   7   －  

８　その他 ※５  8,175   3,949   5,024  

流動負債合計 　  32,759 35.2  24,369 29.3  28,621 32.1

Ⅱ　固定負債 　          

１　長期借入金 　  9,102   9,096   9,155  

２　繰延税金負債 　  2,563   2,194   2,372  

３　退職給付引当金 　  168   146   166  

４　役員退職慰労
引当金

　  169   －   169  

５　長期預り金　 　  45   4   14  

６　その他 　  3   108   11  

固定負債合計 　  12,053 13.0  11,550 13.9  11,889 13.4

負債合計 　  44,812 48.2  35,920 43.2  40,511 45.5

　 　          

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１　資本金 　  20,972 22.5  20,972 25.2  20,972 23.5

２　資本剰余金 　  16,834 18.1  16,833 20.3  16,834 18.9

３　利益剰余金 　  9,079 9.8  8,983 10.8  9,925 11.1

４　自己株式 　  △124 △0.1  △145 △0.2  △143 △0.1

株主資本合計 　  46,762 50.3  46,643 56.1  47,589 53.4

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

１　その他有価証券
評価差額金

　  736 0.8  371 0.5  591 0.7

２　繰延ヘッジ損益 　  22 0.0  16 0.0  7 0.0

３　為替換算調整勘定 　  376 0.4  △144 △0.2  114 0.1

評価・換算差額等
合計

　  1,135 1.2  243 0.3  713 0.8

Ⅲ　少数株主持分 　  266 0.3  317 0.4  315 0.3

純資産合計 　  48,164 51.8  47,204 56.8  48,618 54.5

負債純資産合計 　  92,976 100.0  83,124 100.0  89,129 100.0
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②【中間連結損益計算書】

　 　
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  47,299 100.0  43,512 100.0  103,329 100.0

Ⅱ　売上原価 　  34,803 73.6  32,677 75.1  78,146 75.6

売上総利益 　  12,496 26.4  10,834 24.9  25,183 24.4

Ⅲ　販売費および
一般管理費

※１  12,956 27.4  11,156 25.6  24,381 23.6

営業利益または
営業損失（△）

　  △459 △1.0  △322 △0.7  801 0.8

Ⅳ　営業外収益 　          

１　受取利息 　 5   7   15   

２　受取配当金 　 27   40   50   

３　持分法による
投資利益

　 72   86   195   

４　為替差益 　 81   －   29   

５　補助金収入 　 －   39   57   

６　その他 　 89 276 0.6 35 208 0.4 102 450 0.4

Ⅴ　営業外費用 　          

１　支払利息 　 142   129   255   

２　為替差損 　 －   66   －   

３　その他　 　 26 168 0.3 21 217 0.5 99 355 0.3

経常利益または
経常損失（△）

　  △352 △0.7  △331 △0.8  896 0.9

Ⅵ　特別利益 　          

１　固定資産売却益 ※２ 4   6   491   

２　投資有価証券
売却益

　 64   －   64   

３　事務所移転補償金 　 －   69   －   

４　貸倒引当金戻入益 　 －   34   －   

５　その他 ※４ 2 71 0.1 － 110 0.3 114 670 0.7

Ⅶ　特別損失 　          

１　固定資産処分損 ※３ 43   24   75   

２　災害損失 　 －   －   150   

３  事業再編成費用 ※５ 286   －   419   

４　投資有価証券
評価損

　 6   5   16   

５　その他 ※６ 3 339 0.7 0 30 0.1 16 678 0.7
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前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

税金等調整前中間
（当期）純利益
または中間純損失
（△）

　  △620 △1.3  △251 △0.6  888 0.9

法人税、住民税
および事業税

　 △239   31   169   

法人税等調整額 　 △6 △245 △0.5 △9 22 0.0 197 367 0.4

少数株主利益また
は少数株主損失
(△)

　  △11 △0.0  2 0.0  37 0.0

中間（当期)
純利益または中間
純損失（△）

　  △363 △0.8  △276 △0.6  483 0.5
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間　（平成19年１月１日から　平成19年６月30日まで）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年12月31日　残高

（百万円）
20,972 16,834 10,109 △108 47,807

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当 － － △666 － △666

中間純利益 － － △363 － △363

自己株式の取得 － － － △20 △20

自己株式の処分 － 0 － 4 4

株主資本以外の項目の中間

連結会計期間中の変動額

（純額）

－ － － － －

中間連結会計期間中の変動額

合計（百万円）
－ 0 △1,029 △15 △1,045

平成19年６月30日　残高

（百万円）
20,972 16,834 9,079 △124 46,762

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成18年12月31日　残高

（百万円）
644 7 149 802 277 48,887

中間連結会計期間中の変動額       

剰余金の配当 － － － － － △666

中間純利益 － － － － － △363

自己株式の取得 － － － － － △20

自己株式の処分 － － － － － 4

株主資本以外の項目の中間

連結会計期間中の変動額

（純額）

92 14 226 332 △11 321

中間連結会計期間中の変動額

合計（百万円）
92 14 226 332 △11 △723

平成19年６月30日　残高

（百万円）
736 22 376 1,135 266 48,164

当中間連結会計期間　（平成20年１月１日から　平成20年６月30日まで）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年12月31日　残高

（百万円）
20,972 16,834 9,925 △143 47,589

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当 － － △665 － △665

中間純利益 － － △276 － △276

自己株式の取得 － － － △6 △6

自己株式の処分 － △1 － 4 3

株主資本以外の項目の中間

連結会計期間中の変動額

（純額）

－ － － － －

中間連結会計期間中の変動額

合計（百万円）
－ △1 △942 △2 △946

平成20年６月30日　残高

（百万円）
20,972 16,833 8,983 △145 46,643
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評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成19年12月31日　残高

（百万円）
591 7 114 713 315 48,618

中間連結会計期間中の変動額       

剰余金の配当 － － － － － △665

中間純利益 － － － － － △276

自己株式の取得 － － － － － △6

自己株式の処分 － － － － － 3

株主資本以外の項目の中間

連結会計期間中の変動額

（純額）

△219 8 △259 △470 1 △468

中間連結会計期間中の変動額

合計（百万円）
△219 8 △259 △470 1 △1,414

平成20年６月30日　残高

（百万円）
371 16 △144 243 317 47,204

前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書　（平成19年１月１日から　平成19年12月31日まで）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年12月31日　残高

（百万円）
20,972 16,834 10,109 △108 47,807

連結会計年度中の変動額      

剰余金の配当 － － △666 － △666

当期純利益 － － 483 － 483

自己株式の取得 － － － △40 △40

自己株式の処分 － 0 － 5 5

株主資本以外の項目の連結会

計年度中の変動額

（純額）

－ － － － －

連結会計年度中の変動額

合計（百万円）
－ 0 △183 △35 △218

平成19年12月31日　残高

（百万円）
20,972 16,834 9,925 △143 47,589

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成18年12月31日　残高

（百万円）
644 7 149 802 277 48,887

連結会計年度中の変動額       

剰余金の配当 － － － － － △666

当期純利益 － － － － － 483

自己株式の取得 － － － － － △40

自己株式の処分 － － － － － 5

株主資本以外の項目の連結会

計年度中の変動額

（純額）

△52 △0 △35 △88 37 △51

連結会計年度中の変動額

合計（百万円）
△52 △0 △35 △88 37 △269

平成19年12月31日　残高

（百万円）
591 7 114 713 315 48,618
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

　
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度の要約連
結キャッシュ・フロー計
算書
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

区分 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・
フロー

   

税金等調整前中間（当期）
純利益または中間純損失
（△）

△620 △251 888

減価償却費 1,490 1,611 3,077

のれん償却額 28 28 56

貸倒引当金の増減額　
（減少:△) △1 △33 △45

賞与引当金の増減額
（減少:△) 116 206 △105

役員賞与引当金の増減額
（減少:△) 20 7 －

退職給付引当金増減額　
（減少:△) △12 △19 △15

前払年金費用の増減額　
（増加:△) 101 112 204

役員退職慰労引当金の増減
額 （減少:△) △405 △169 △405

受取利息および受取配当金 △32 △47 △65

支払利息 142 129 255

為替差損益（利益:△)　 △39 18 4

持分法による投資利益 △72 △86 △195

有価証券売却益 △1 △0 △3

投資有価証券売却益 △64 － △64

投資有価証券評価損 6 5 16

有形固定資産処分損 42 24 69

有形固定資産売却益 △4 △6 △490

事務所移転補償金 － △69 －

事業再編成費用 286 － 419

売上債権の増減額　　　（増
加:△) 6,707 8,505 7,809

たな卸資産の増減額　　（増
加:△) △3,339 △2,679 △2,243
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前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度の要約連
結キャッシュ・フロー計
算書
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

区分 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

その他資産の増減額　　（増
加:△) △1,704 80 △481

仕入債務の増減額　　　（減
少:△) 629 △768 680

その他負債の増減額　　　
（減少:△) 326 △3,788 △3,460

役員賞与 △0 － △1

小計 3,600 2,809 5,903

法人税等の還付・支払
（△）額

△526 △78 △954

営業活動によるキャッシュ・
フロー

3,073 2,730 4,949
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前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度の要約連
結キャッシュ・フロー計
算書
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

区分 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・
フロー

   

定期預金の預入れによる
純収支額　（支出:△) △0 △0 △1

有価証券の取得による支出 △126 △110 △142

有価証券の売却による収入 186 77 298

有形固定資産の取得による
支出

△2,260 △1,260 △3,193

有形固定資産の売却による
収入

6 21 661

投資有価証券の取得による
支出

△1 △3 △2

投資有価証券の売却による
収入

65 － 71

貸付けによる支出 △119 △93 △169

貸付金の回収による収入 105 27 124

利息および配当金の受取額 37 29 74

その他 △330 110 △782

投資活動によるキャッシュ・
フロー

△2,438 △1,201 △3,060

 

EDINET提出書類

メルシャン株式会社(E00398)

半期報告書

26/69



　
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度の要約連
結キャッシュ・フロー計
算書
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

区分 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・
フロー

   

短期借入金の純収支額　　
（支出:△) △119 △232 46

長期借入れによる収入 － 4 －

長期借入金の返済による支
出

△28 △25 △73

自己株式の純収支額
(支出:△) △15 △3 △21

配当金の支払額 △666 △666 △666

利息の支払額 △135 △128 △255

財務活動によるキャッシュ・
フロー

△965 △1,051 △970

Ⅳ　現金および現金同等物に係る
換算差額

39 △19 △4

Ⅴ　現金および現金同等物の増減
額　（減少:△) △289 457 914

Ⅵ　現金および現金同等物の期首
残高

5,214 6,128 5,214

Ⅶ　現金および現金同等物の中間
期末（期末）残高

4,924 6,586 6,128
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

１　連結の範囲に関する事項 (1）連結子会社の数13社

主要な連結子会社名

メルシャンフィード㈱

㈱メルシャンクリンテック

マーカムヴィニヤーズ

シャトーレイソン

㈱メルシャン軽井沢美術館

日本リカー㈱

 

(1）連結子会社の数13社

主要な連結子会社名

メルシャンフィード㈱

㈱メルシャンクリンテック

マーカムヴィニヤーズ

シャトーレイソン

㈱メルシャン軽井沢美術館

日本リカー㈱

 

(1）連結子会社の数13社

主要な連結子会社名

メルシャンフィード㈱

㈱メルシャンクリンテック

マーカムヴィニヤーズ

シャトーレイソン

㈱メルシャン軽井沢美術館

       日本リカー㈱

　

　 (2）主要な非連結子会社名

㈱メルシャンサロン

(2）主要な非連結子会社名

㈱メルシャンサロン

(2）主要な非連結子会社名

 ㈱メルシャンサロン

　 （連結の範囲から除いた理

由）

　非連結子会社は、合計の総資

産、売上高、中間純損益（持分

に見合う額）および利益剰余

金（持分に見合う額）等にお

いて、いずれも中間連結財務諸

表に重要な影響を及ぼしてい

ないためであります。

（連結の範囲から除いた理

由）

同左

（連結の範囲から除いた理

由）

　非連結子会社の総資産、売上

高、当期純損益（持分に見合う

額）および利益剰余金（持分

に見合う額）等のそれぞれの

合計額は、連結会社の総資産、

売上高、当期純損益および利益

剰余金のそれぞれの合計額に

対していずれも重要性がない

ため連結の範囲から除いてお

ります。

２　持分法の適用に関する事

項

(1）持分法を適用した非連結子会

社数

なし

(1）持分法を適用した非連結子会

社数

なし

(1）持分法を適用した非連結子会

社数

なし

　 (2）持分法を適用した関連会社数　

２社

会社名

日本合成アルコール㈱

深?萬楽薬業有限公司

　

　

(2）持分法を適用した関連会社数　

２社

会社名

日本合成アルコール㈱

深?萬楽薬業有限公司

　

　

(2）持分法を適用した関連会社数　

２社

会社名

日本合成アルコール㈱

深?萬楽薬業有限公司

　

　 (3）持分法非適用会社

非連結子会社

㈱メルシャンサロン

他３社

(3）持分法非適用会社

非連結子会社

㈱メルシャンサロン

他３社

(3）持分法非適用会社

非連結子会社

㈱メルシャンサロン 

他３社

　 関連会社

サンバイオ㈱

他５社

関連会社

サンバイオ㈱

他５社

関連会社

サンバイオ㈱

他５社

　 （非連結子会社および関連会

社について持分法を適用しな

い理由）

　持分法非適用会社は、それぞ

れ中間純損益(持分に見合う額

)および利益剰余金等(持分に

見合う額)に与える影響が軽微

であり、かつ全体としても重要

性がないため、持分法の適用か

ら除いております。

（非連結子会社および関連会

社について持分法を適用しな

い理由）

同左

（非連結子会社および関連会

社について持分法を適用しな

い理由）

　持分法非適用会社は、当期純

損益(持分に見合う額)および

利益剰余金等(持分に見合う額

)に与える影響が軽微であり、

かつ全体としても重要性がな

いため、持分法の適用から除い

ております。
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項目
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

　 (4）持分法適用会社のうち、中間決

算日が中間連結決算日と異なる

会社については、各社の中間会計

期間に係る財務諸表を使用して

おります。

(4）　　　　 同左 (4）持分法適用会社のうち、決算日

が連結決算日と異なる会社につ

いては、各社の会計期間に係る財

務諸表を使用しております。

３　連結子会社の中間決算日

（決算日）等に関する事

項

　連結子会社のうち、シャトーレ

イソンの中間決算日は、４月30日

であります。中間連結財務諸表を

作成するに当たっては同日現在

の中間財務諸表を使用し、中間連

結決算日との間に生じた重要な

取引については、連結上必要な調

整を行っております。また、日本

リカー㈱の決算日は、３月31日で

あります。中間連結財務諸表を作

成するに当たっては６月30日現

在で中間決算に準じた仮決算を

行った財務諸表を使用しており

ます。

　他の連結子会社の中間決算日

は、中間連結決算日と一致してお

ります。

　　　　　　 同左

　

連結子会社のうち、シャトー

レイソンの決算日は、10月31日で

あります。連結財務諸表を作成す

るに当たっては同日現在の財務

諸表を使用し、連結決算日との間

に生じた重要な取引については、

連結上必要な調整を行っており

ます。また、日本リカー㈱の決算

日は、３月31日であります。当期

連結財務諸表を作成するに当

たっては12月31日現在で決算に

準じた仮決算を行った財務諸表

を使用しております。

他の連結子会社の決算日は、

連結決算日と一致しております。

４　会計処理基準に関する事

項

(1）重要な資産の評価基準および

評価方法

①　有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格

等に基づく時価法（評価

差額は、全部純資産直入法

により処理し、売却原価

は、移動平均法により算

定）

(1）重要な資産の評価基準および

評価方法

①　有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

　 同左

(1）重要な資産の評価基準および

評価方法

①　有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基

づく時価法（評価差額は

全部純資産直入法により

処理し、売却原価は移動平

均法により算定）

　 時価のないもの

　移動平均法による原価法

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

　 ②　たな卸資産

移動平均法による原価法

②　たな卸資産

同左

②　たな卸資産

同左

　 ③　デリバティブ

時価法

③　デリバティブ

同左

③　デリバティブ

同左

　 (2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

①　有形固定資産

定率法

　ただし、平成10年４月１日

以降に取得した建物につい

ては定額法によっておりま

す。

　なお、主な耐用年数は以下

のとおりであります。

(2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

①　有形固定資産

定率法

　ただし、平成10年４月１日

以降に取得した建物につい

ては定額法によっておりま

す。

　なお、主な耐用年数は以下

のとおりであります。

 　　　　　　

(2）重要な減価償却資産の減価償

却の方法

①　有形固定資産

定率法

　ただし、平成10年４月１日

以降に取得した建物につい

ては定額法によっておりま

す。

　なお、主な耐用年数は以下

のとおりであります。

　 　　　建物および

　　構築物　　　　　15～45年

　　機械装置および

　　運搬具　　　　　４～12年　

　　　建物および

　　構築物　　　　　10～45年

　　機械装置および

　　運搬具　　　　　７～12年　

　　　建物および

　　構築物　　　　　10～45年

　　機械装置および

　　運搬具　　　　　４～12年　
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項目
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

　 　　　　　

　　

　

（追加情報）

　当社及び国内連結子会社は当中

間連結会計期間より、法人税法の

改正に伴い平成19年3月31日以前

に取得した資産については、改正

前の法人税法の適用により取得

価額の５％に到達した連結会計

年度の翌連結会計年度より、取得

価額の５％相当額と備忘価額と

の差額を５年間にわたり均等償

却し、減価償却費に含めて計上し

ております。

 これにより、営業損失、経常損失

及び税金等調整前中間純損失が

100百万円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える

影響は当該箇所に記載しており

ます。

　　　　

　

　

　 ②　無形固定資産

定額法

　なお、ソフトウェア（自社

利用）については、社内にお

ける利用可能期間（５年）

に基づく定額法によってお

ります。　

②　無形固定資産　

同左　

　

②　無形固定資産

同左　

　

　 (3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備

えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個

別に回収可能性を勘案し、回収

不能見込額を計上しておりま

す。

(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

同左

(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

同左

　 ②　賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備える

ため、将来の賞与支給見込額の

うち当中間連結会計期間の負

担額を計上しております。

②　賞与引当金

同左

②　賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備える

ため、将来の賞与支給見込額の

うち当連結会計年度の負担額

を計上しております。

　 ③　役員賞与引当金

役員の賞与の支給に備える

ため、支給見込額のうち当中間

連結会計期間に負担すべき額

を計上しております。

　

③　役員賞与引当金

　　　 同左

　

　

　

③　役員賞与引当金

　役員の賞与の支給に備えるた

め、支給見込額のうち当連結会

計年度に負担すべき額を計上

しております。
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項目
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

　 ④　退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当連結会計年度末における

退職給付債務および年金資産

の見込額に基づき、当中間連結

会計期間末において発生して

いると認められる額を計上し

ております。

　なお、会計基準変更時差異（

3,249百万円）については、15

年による按分額を費用処理し

ております。

　また、数理計算上の差異は、各

期の発生時における従業員の

平均残存勤務期間以内の一定

の年数（10年）による定額法

により、それぞれ発生の翌連結

会計年度から損益処理してお

ります。

　過去勤務債務は、その発生時

の従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数（10年）に

よる定額法により損益処理し

ております。

④　退職給付引当金

同左

④　退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当連結会計年度末における

退職給付債務および年金資産

の見込額に基づき、計上してお

ります。

　なお、会計基準変更時差異（

3,249 百万円）については、15

年による按分額を費用処理し

ております。

　また、数理計算上の差異は、各

連結会計年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数（10年）に

よる定額法により、それぞれ発

生の翌連結会計年度から損益

処理しております。

　過去勤務債務は、その発生時

の従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数（10年）に

よる定額法により損益処理し

ております。

　 ⑤　役員退職慰労引当金

　役員、執行役員および執行理

事の退職慰労金の支出に備え

るため、内規に基づく中間期末

要支給額を計上しております。

⑤　役員退職慰労引当金

　　

　　　　──────　　

 

 

 

  （追加情報）

当社は役員、執行役員および執

行理事の退職慰労金の支給に備

えるため、内規に基づく期末要

支給額を計上しておりました

が、平成20年３月25日開催の定

時株主総会において、当社役員、

執行役員および執行理事の退職

慰労金制度の廃止及び打ち切り

支給を決議いたしました。これ

により当中間連結会計期間より

当社役員、執行役員および執行

理事に対する役員退職慰労引当

金を全額取崩し、打ち切り支給

に伴う未払額107百万円を固定

負債の「その他」に含めて計上

しております。 

⑤　役員退職慰労引当金

　役員、執行役員および執行理

事の退職慰労金の支出に備え

るため、内規に基づく期末要支

給額を計上しております。

　 (4）重要なリース取引の処理方法

　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係わ

る方法に準じた会計処理によっ

ております。

(4）重要なリース取引の処理方法

同左

(4）重要なリース取引の処理方法

同左
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項目
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

　 (5）重要なヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理によっており

ます。

　なお、振当処理の要件を満た

している為替予約および通貨

オプションについては振当処

理を、特例処理の要件を満たし

ている金利スワップについて

は特例処理によっております。

(5）重要なヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理によっており

ます。

 なお、振当処理の要件を満た

している為替予約については

振当処理を、特例処理の要件を

満たしている金利スワップに

ついては特例処理によってお

ります。

(5）重要なヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

同左

　　　　　　

　 ②　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

　デリバティブ取引（為替予約

取引、金利スワップ取引、通貨

オプション取引）

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

　デリバティブ取引（為替予約

取引、金利スワップ取引）

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

　　　 ヘッジ手段

 　　　　　　　同左

 　　　　　　

　 ヘッジ対象

　相場変動等による損失の可能

性があり、相場変動等が評価に

反映されていないものおよび

キャッシュ・フローが固定さ

れ、その変動が回避されるも

の。

ヘッジ対象

　　　　同左

ヘッジ対象

 　　　　　　　同左

　 ③　ヘッジ方針

　当社の内規に基づき、通貨お

よび金利の取引における市場

相場変動およびキャッシュ・

フロー変動に対するリスク回

避を目的としてデリバティブ

取引を利用しており、投機目的

の取引は行っておりません。

③　ヘッジ方針

同左

③　ヘッジ方針

同左

　 ④　ヘッジ有効性評価の方法

　ヘッジの有効性の判定は、原

則としてヘッジ開始時から有

効性判定時点までの期間にお

いて、ヘッジ対象の相場変動ま

たはキャッシュ・フロー変動

の累計とヘッジ手段の相場変

動またはキャッシュ・フロー

変動の累計とを比較し、両者の

変動額等を基礎にして判断す

ることとしております。

④　ヘッジ有効性評価の方法

同左

④　ヘッジ有効性評価の方法

同左

　 (6）税効果会計

　当社および一部連結子会社の当

中間連結会計期間における税金

費用は簡便法により計算し、中間

連結損益計算書において一括し

て「法人税、住民税および事業

税」として記載しております。

(6）税効果会計

同左

(6）税効果会計

─────
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項目
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

　 (7）消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

　なお、仮払消費税等、仮受消費

税等はそれぞれ流動資産「その

他」、流動負債「その他」に含

めて表示しております。

(7）消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

　なお、従来、仮払消費税等と仮受消

費税等は、それぞれ流動資産の「そ

の他」及び流動負債の「その他」

に含めて表示しておりましたが、当

中間連結会計期間より、仮払消費税

等及び仮受消費税等は相殺のうえ

流動負債の「その他」に含めて表

示しております。

　これにより、流動資産の「その

他」及び流動負債の「その他」が

それぞれ1,719百万円減少しており

ます。

(7）消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

５　中間連結（連結）キャッ

シュ・フロー計算書にお

ける資金の範囲

　中間連結キャッシュ・フロー計算

書における資金（現金および現金

同等物）は、手許現金、随時引き出

し可能な預金および容易に換金可

能で、かつ価値の変動については僅

少なリスクしか負わない取得日か

ら３ヶ月以内に償還期限の到来す

る短期投資からなっております。

同左 　連結キャッシュ・フロー計算書に

おける資金（現金および現金同等

物）は、手許現金、随時引き出し可

能な預金および容易に換金可能で、

かつ価値の変動については僅少な

リスクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来する

短期投資からなっております。
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間連結会計期間
（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

 (有形固定資産の減価償却方法)

当中間連結会計期間より、平成19

年度の税制改正による減価償却方

法を適用しており、平成19年４月１

日以降取得した建物(附属設備を除

く)については定額法、その他の有形

固定資産については定率法を採用

しております。ただし既存資産につ

いては、従来通り旧定額法、旧定率

法によっております。

　なお、この変更による影響額は軽

微であります。 

　          ──────　　

　

 (有形固定資産の減価償却方法)

当連結会計年度より、平成19年度

の税制改正による減価償却方法を

適用しており、平成19年４月１日以

降取得した建物(附属設備を除く)に

ついては定額法、その他の有形固定

資産については定率法を採用して

おります。ただし既存資産について

は、従来通り旧定額法、旧定率法に

よっております。

　なお、この変更による影響額は軽

微であります。 

表示方法の変更

　前中間連結会計期間　
  （平成19年１月１日から　
　平成19年６月30日まで）

　　当中間連結会計期間
     （平成20年１月１日から　
　   平成20年６月30日まで）

　　　　　           ──────　　

　

（連結損益計算書）

１.　前中間連結会計期間において、営業外収益の「その

他」に含めて表示していた「補助金収入」につい

ては、当中間連結会計期間において営業外収益総額

の100分の10を超えたため、当中間連結会計期間よ

り区分掲記しております。

　なお、前中間連結会計期間の「補助金収入」は27

百万円であります。　

　 　　

　

２.　前中間連結会計期間において、特別利益の「その

他」に含めて表示していた「貸倒引当金戻入益」

については、当中間連結会計期間において特別利益

総額の100分の10を超えたため、当中間連結会計期

間より区分掲記しております。

　なお、前中間連結会計期間の「貸倒引当金戻入

益」は２百万円であります。　
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注記事項

（中間連結貸借対照表関係）

項目
前中間連結会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成19年12月31日）

※１　有形固定資産減価償却

累計額       40,808百万円   42,074 百万円         41,056百万円

※２　担保に供している資産な

らびに担保付債務は次の

とおりであります。

　 　 　

(1）工場財団担保に供し

ている資産

　 　 　

建物および構築物

機械装置および

運搬具

土地

  64百万円

  76百万円

   32百万円

　

    59百万円

    66百万円

     28百万円

　

63百万円

  74百万円

28百万円

　

(2）上記に対応する債務 　 　 　

短期借入金    4百万円    3百万円      3百万円

 ※３　圧縮記帳額

　国庫補助金の受入れに

より、取得価額より控除

している固定資産の圧縮

記帳額 　 　  

　

建物および構築物

その他

　 計

 

2百万円

   127百万円

   129百万円

   

  2百万円

     127百万円

   129百万円

　

2百万円

   127百万円

129百万円

　４　偶発債務 　 　 　

  

　下記会社等の金融機関

借入金に対し保証を行っ

ております。

　 　 　

サンバイオ㈱

従業員（提携カード

ローン）

従業員（住宅貸付金）

　計

  225百万円

  65百万円

   173百万円

   464百万円

     －百万円

    62百万円

     149百万円

     211百万円

 53百万円

  60百万円

    155百万円

269百万円

※５ 中間連結（連結）

期末日満期手形の処理

　期末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理

しております。

　なお、当中間連結会計期間末日が

金融機関の休日であったため、次の

期末日満期手形が決算期末日残高

に含まれております。

　         ─────

　

　期末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理

しております。

　なお、当連結会計年度末日が金融

機関の休日であったため、次の期末

日満期手形が決算期末日残高に含

まれております。

　 受取手形    429百万円

　

　

　 　

　

受取手形

支払手形

設備関係支払

手形

      196百万円

3百万円

8百万円
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（中間連結損益計算書関係）

項目
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

※１　販売費および一般管理

費の主要な費目および金

額

　 　 　

販売促進費

支払運賃

広告宣伝費

保管料

給与手当等

賞与引当金繰入額

役員賞与引当金繰入額

退職給付費用

役員退職慰労引当金繰

入額

減価償却費

研究開発費

たな卸資産処分損

     2,516百万円

     2,048百万円

   531百万円

   873百万円

     3,342百万円

   285百万円

  22百万円

   216百万円

  13百万円

   111百万円

   398百万円

   161百万円

     1,873百万円

1,370百万円

  457百万円

     878百万円

 3,027百万円

      262百万円

    7百万円

   209百万円

   －百万円

      323百万円

      382百万円

      207百万円

  4,376百万円

3,511百万円

 971百万円

1,754百万円

  6,641百万円

  161百万円

　　－百万円

 431百万円

12百万円

662百万円

794百万円

274百万円

※２　固定資産売却益の内訳 　 　 　

ビル所有権持分

その他

計

  －百万円

 4百万円

  4百万円

  　3百万円

  2百万円

   6百万円

477百万円

13百万円

491百万円

※３　固定資産処分損の内訳 　 　 　

建物および構築物

機械装置および運搬具

その他有形固定資産

解体費、その他

計

  10百万円

 －百万円

 18百万円

  14百万円

  43百万円

   5百万円

 　6百万円

   2百万円

    10百万円

    24百万円

26百万円

27百万円

16百万円

4百万円

    75百万円

※４　特別利益その他の主要

な内訳

　　 　        ────── 　

貸倒引当金戻入益 2百万円 　 61百万円

固定資産処分損戻入益 －百万円 　 47百万円

ゴルフ会員権売却益 －百万円 　 　5百万円

※５　事業再編成費用の内訳 　 　　　　　──────　　             

たな卸資産処分損

有形固定資産除却損

リース解約違約金

ラベルデザイン除却損

事務所移転費用

計

  182百万円

 40百万円

  12百万円

  51百万円

 －百万円

  286百万円

　

　

   

  

　

   

     211百万円

   67百万円

    12百万円

    51百万円

 77百万円

     419百万円

※６　特別損失その他の主要

な内訳

　 　　　　　────── 　

アスベスト対策費

貸倒引当金繰入額

  1百万円

 1百万円

   

　

　　　　1百万円

　 15百万円
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（中間連結株主資本等変動計算書関係）

 前中間連結会計期間　（平成19年１月１日から　平成19年６月30日まで）

 １．発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項 　

　
前連結会計年度末

株式数（株）

当中間連結会計期間

増加株式数（株）

当中間連結会計期間

減少株式数（株）

当中間連結会計期間末

株式数（株）

発行済株式 　 　 　 　

普通株式 133,689,303 － － 133,689,303

合計 133,689,303 － － 133,689,303

自己株式 　 　 　 　

普通株式　（注）１,２ 375,862 62,806 14,633 424,035

  合計 375,862 62,806 14,633 424,035

 （注）１.自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取による増加分であります。

       ２.自己株式の株式数の減少は、単元未満株式の買増請求による売渡分であります。

　

 ２．配当に関する事項

　　　 配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

 平成19年３月28日定時株主総会 普通株式 666 5.00 平成18年12月31日 平成19年３月29日 

　

　

 当中間連結会計期間　（平成20年１月１日から　平成20年６月30日まで）

 １．発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項 　

　
前連結会計年度末

株式数（株）

当中間連結会計期間

増加株式数（株）

当中間連結会計期間

減少株式数（株）

当中間連結会計期間末

株式数（株）

発行済株式 　 　 　 　

普通株式 133,689,303 － － 133,689,303

合計 133,689,303 － － 133,689,303

自己株式 　 　 　 　

普通株式　（注）１,２ 495,233 31,148 14,865 511,516

  合計 495,233 31,148 14,865 511,516

 （注）１.自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取による増加分であります。

     　２.自己株式の株式数の減少は、単元未満株式の買増請求による売渡分であります。

　

 ２．配当に関する事項

　　　 配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

 平成20年３月25日定時株主総会 普通株式 665 5.00 平成19年12月31日 平成20年３月26日 
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 前連結会計年度　（平成19年１月１日から　平成19年12月31日まで）

 １．発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項 　

　
前連結会計年度末

株式数（株）

当連結会計年度

　増加株式数（株）

当連結会計年度

　減少株式数（株）

当連結会計年度末

株式数（株）

発行済株式 　 　 　 　

普通株式 133,689,303 － － 133,689,303

合計 133,689,303 － － 133,689,303

自己株式 　 　 　 　

普通株式　（注) 375,862 137,734 18,363 495,233

  合計 375,862 137,734 18,363 495,233

 （注）普通株式の自己株式増加137,734株は、単元未満株式の買取による増加89,734株および持分法適用関連会社

　　　 が取得した自己株式（当社株式）の当社帰属分48,000株の増加であり、減少18,363株は、単元未満株式の買増

       請求による売渡であります。

　

　

２．配当に関する事項

　　　　　(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年3月28日

定時株主総会
普通株式 666 5.00 平成18年12月31日 平成19年3月29日

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年3月25日

定時株主総会
普通株式 665 利益剰余金 5.00 平成19年12月31日 平成20年3月26日
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

項目

前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から

平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間

（平成20年１月１日から

平成20年６月30日まで）

前連結会計年度

（平成19年１月１日から

平成19年12月31日まで）

現金および現金同等物の

中間期末（期末）残高と中

間連結（連結）貸借対照表

に掲記されている科目の金

額との関係 （平成19年６月30日現在） （平成20年６月30日現在） （平成19年12月31日現在）

現金および預金勘定

預入れ期間が３ヶ月を超

える定期預金

現金および現金同等物

   4,955百万円

  △31百万円

   4,924百万円

6,618百万円

△32百万円

6,586百万円

     6,160百万円

△31百万円

    6,128百万円
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（リース取引関係）

項目
前中間連結会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

１　リース物件の所有権

が借主に移転すると認

められるもの以外の

ファイナンス・リース

取引

（借主側）

(1）リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額および中間

期末残高相当額

（借主側）

(1）リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額および中間

期末残高相当額

（借主側）

(1）リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額および期末

残高相当額

　

　

取得
価額
相当額

(百万円)

減価
償却
累計額
相当額

(百万円)

中間期
末残高
相当額

(百万円)

機械
装置
および
運搬具

113 71 42

有形固
定資産
その他

557 250 306

無形固
定資産

6 1 4

合計 677 323 353

　

取得
価額
相当額

(百万円)

減価
償却
累計額
相当額

(百万円)

中間期
末残高
相当額

(百万円)

機械
装置
および
運搬具

126 73 52

有形固
定資産
その他

867 428 439

無形固
定資産

9 6 3

合計 1,003 508 495

　

取得
価額
相当額

(百万円)

減価
償却
累計額
相当額

(百万円)

期末
残高
相当額

(百万円)

機械
装置
および
運搬具

113 79 34

有形固
定資産
その他

550 233 316

無形固
定資産

6 2 3

合計 669 315 354

　 (2）未経過リース料中間期末残高相

当額

(2）未経過リース料中間期末残高相

当額

(2）未経過リース料期末残高相当額

　 １年以内 133百万円

１年超 220百万円

合計 353百万円

１年以内  210百万円

１年超    285百万円

合計    495百万円

１年以内 136百万円

１年超 218百万円

合計 354百万円

　 　なお、未経過リース料中間期末残

高相当額の有形固定資産および無

形固定資産の中間期末残高等に対

する比率が低いため、「支払利子

込み法」により算定しておりま

す。

同左 　なお、未経過リース料期末残高相

当額の有形固定資産および無形固

定資産の期末残高等に対する比率

が低いため、「支払利子込み法」

により算定しております。

　 (3）支払リース料および減価償却費

相当額

(3）支払リース料および減価償却費

相当額

(3）支払リース料および減価償却費

相当額

　 支払リース料 71  百万円

減価償却費

相当額
71  百万円

支払リース料 　 109百万円

減価償却費

相当額
　  109百万円

支払リース料  148百万円

減価償却費

相当額
 148百万円

　

　

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法によってお

ります。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

２　オペレーティング・

リース取引

　

 未経過リース料

１年以内 1 百万円

１年超 2 百万円

合計 3 百万円

　

 未経過リース料

１年以内   2百万円

１年超   4百万円

合計   6百万円

　

未経過リース料

１年以内 19百万円

１年超 29百万円

合計 48百万円
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（有価証券関係）

（前中間連結会計期間末）

１．その他有価証券で時価のあるもの

　 平成19年６月30日現在

　 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表
計上額（百万円）

評価差額（百万円）

(1）株式 569 1,914 1,345

(2）その他 15 34 18

合計 584 1,949 1,364

２．時価評価されていない主な有価証券

種類
平成19年６月30日現在

中間連結貸借対照表計上額（百万円）

(1）子会社および関連会社株式  

非連結子会社株式 23

関係会社株式 1,099

関連会社出資証券 573

(2）その他有価証券  

非上場株式 1,231

投資事業有限責任組合 113

（当中間連結会計期間末）

１．その他有価証券で時価のあるもの

　 平成20年６月30日現在

　 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表
計上額（百万円）

評価差額（百万円）

(1）株式 571 1,313 741

(2）その他 86 96 10

合計 657 1,410 752

２．時価評価されていない主な有価証券

種類
平成20年６月30日現在

中間連結貸借対照表計上額（百万円）

(1）子会社および関連会社株式  

非連結子会社株式 23

関係会社株式 1,100

関連会社出資証券 673

(2）その他有価証券  

非上場株式 1,188

投資事業有限責任組合 38

（前連結会計年度末）

１．その他有価証券で時価のあるもの
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　 平成19年12月31日現在

　 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）
評価差額（百万円）

(1）株式 574 1,711 1,137

(2）その他 52 65 13

合計 626 1,776 1,150

２．時価評価されていない主な有価証券

種類
平成19年12月31日現在

連結貸借対照表計上額（百万円）

(1）子会社および関連会社株式  

非連結子会社株式 23

関係会社株式 1,093

関連会社出資証券 653

(2）その他有価証券  

非上場株式 1,200

投資事業有限責任組合 100
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（デリバティブ取引関係）

前中間連結会計期間末（平成19年６月30日）

デリバティブ取引の契約額等、時価および評価損益

　

１．金利関連

　　ヘッジ会計の要件を満たしているため、開示の対象から除いております。

２．金利関連

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

市場取引

以外の取引

金利スワップ取引     

受取変動・支払変動 2,000 2,000 5 △0

合計 2,000 2,000 5 △0

　（注）１　時価の算定方法

金利スワップ取引

金利スワップ契約を締結している取引銀行から提示された価格によっております。

２　上記金利スワップ契約における想定元本額は、この金額自体がデリバティブ取引に係るリスク量を示すもの

ではありません。

当中間連結会計期間末（平成20年６月30日）

デリバティブ取引の契約額等、時価および評価損益

　

１．金利関連

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

市場取引

以外の取引

金利スワップ取引     

受取変動・支払変動 2,000 2,000 3 △1

合計 2,000 2,000 3 △1

　（注）１　時価の算定方法

金利スワップ取引

金利スワップ契約を締結している取引銀行から提示された価格によっております。

２　上記金利スワップ契約における想定元本額は、この金額自体がデリバティブ取引に係るリスク量を示すもの

ではありません。

３　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、記載対象から除いております。

前連結会計年度（平成19年12月31日）

デリバティブ取引の契約額等、時価および評価損益

１．金利関連

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

市場取引

以外の取引

金利スワップ取引     

受取変動・支払変動 2,000 2,000 4 △1

合計 2,000 2,000 4 △1

　（注）１　時価の算定方法

金利スワップ取引

金利スワップ契約を締結している取引銀行から提示された価格によっております。

２　上記金利スワップ契約における想定元本額は、この金額自体がデリバティブ取引に係るリスク量を示すもの

ではありません。

３　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、記載対象から除いております。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前中間連結会計期間（平成19年１月１日から　平成19年６月30日まで）

　
酒類

（百万円）

医薬・
化学品
（百万円）

飼料
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去また
は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高および営業損益        

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
35,926 2,844 7,476 1,052 47,299 － 47,299

(2）セグメント間の内部

売上高
0 － － 487 487 （487) －

計 35,926 2,844 7,476 1,539 47,787 (487) 47,299

営業費用 36,801 2,502 7,526 1,413 48,244 (484) 47,759

営業利益または

営業損失（△）
△874 341 △50 126 △456 (3) △459

当中間連結会計期間（平成20年１月１日から　平成20年６月30日まで）

　
酒類

（百万円）

医薬・
化学品
（百万円）

飼料
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去また
は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高および営業損益        

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
31,519 3,540 7,602 849 43,512 － 43,512

(2）セグメント間の内部

売上高
0 － － 283 283 (283) －

計 31,519 3,540 7,602 1,132 43,795 (283) 43,512

営業費用 32,289 3,113 7,577 1,138 44,118 (284) 43,834

営業利益または

営業損失（△）
△769 427 25 △5 △322 0 △322

前連結会計年度（平成19年１月１日から　平成19年12月31日まで）

　
酒類

（百万円）

医薬・
化学品
（百万円）

飼料
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去また
は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高および営業損益        

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
78,847 5,725 16,774 1,981 103,329 － 103,329

(2）セグメント間の内部

売上高
4 － － 845 850 (850) －

計 78,851 5,725 16,774 2,826 104,179 (850) 103,329

営業費用 79,166 5,075 16,464 2,669 103,376 (848) 102,528

営業利益または

営業損失（△）
△314 650 310 157 803 (1) 801

　（注）１．事業区分は、製品の種類・性質の類似性をもとに区別しております。

２．各事業区分の主要製品
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事業区分 主要製品

酒類
果実酒、ウイスキー類、酒類原料用アルコール、合成清酒、焼酎、みり

ん、調味料、スピリッツ、リキュール、低アルコール飲料等

医薬・化学品 医薬品、農薬、動物薬他発酵製品、溶剤等

飼料 配合飼料、糖蜜飼料、養魚用飼料、魚の養殖等

その他
不動産および施設の賃貸、製剤・実験施設の消毒および滅菌代行業

務、環境検査業務、美術館の企画運営等、貨物運送業、保険代理店

 ３．追加情報

「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」4.(2)に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は法人

税法の改正に伴い平成19年3月31日以前に取得した資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法

の適用により取得価額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額

との差額を５年間にわたり均等償却しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて営業利益

が酒類事業は38百万円、医薬・化学品事業は47百万円、飼料事業は13百万円、その他事業は0百万円それぞれ減少

しております。
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【所在地別セグメント情報】

前中間連結会計期間（平成19年１月１日から　平成19年６月30日まで）、当中間連結会計期間（平成20年１月

１日から　平成20年６月30日まで）、前連結会計年度（平成19年１月１日から　平成19年12月31日まで）

　全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合がいずれも90％を超えているため、その記載を省略

しております。

【海外売上高】

前中間連結会計期間（平成19年１月１日から　平成19年６月30日まで）、当中間連結会計期間（平成20年１月

１日から　平成20年６月30日まで）、前連結会計年度（平成19年１月１日から　平成19年12月31日まで）

　海外売上高が、いずれも連結売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

前中間連結会計期間
（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

１株当たり純資産額    359円42銭

１株当たり中間純利益

金額
 △2円72銭

１株当たり純資産額 352円06銭

１株当たり中間純利益

金額
 △2円08銭

１株当たり純資産額 362円 65銭

１株当たり当期純利益

金額
3円 63銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、１株当たり

中間純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載をしておりませ

ん。

 

　

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、１株当たり

中間純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載をしておりませ

ん。

 

　

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載をしておりませ

ん。

 

　

　

　（注）１株当たり中間（当期）純利益金額または１株当たり中間純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前中間連結会計期間

(平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで)

当中間連結会計期間
(平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで)

前連結会計年度
(平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで)

中間（当期）純利益または中間純損失

（△）（百万円）
△363 △276 483

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

または普通株式に係る中間純損失（△）

（百万円）

△363 △276 483

期中平均株式数（千株） 133,288 133,188 133,252

（重要な後発事象）

前中間連結会計期間
（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間連結会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前連結会計年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

　平成19年７月中旬に発生した台風４

号の影響により、水産事業部のたな卸

資産(養殖魚)に被害が出ました。現在、

被害総額および保険求償額について

調査中です。

             ─────          ─────

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　 　
前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１　現金および預金 　 3,613   5,037   5,001   

２　受取手形 ※５　 2,279   487   828   

３　売掛金 　 24,284   16,316   24,070   

４　たな卸資産 　 17,397   19,236   15,956   

５　繰延税金資産 　 2,019   1,489   1,438   

６　その他 　 4,012   2,880   2,835   

貸倒引当金 　 △12   △8   △5   

流動資産合計 　  53,594 61.3  45,439 58.2  50,126 60.2

Ⅱ　固定資産 　          

１　有形固定資産
※１,
２,
３

         

(1）建物 　 7,703   7,410   7,505   

(2）機械装置 　 7,981   7,758   7,666   

(3）その他 　 3,423   3,789   3,647   

計 　 19,109   18,958   18,818   

２　無形固定資産 　 1,819   1,738   1,905   

３　投資その他の資産 　          

(1）投資有価証券 　 7,827   7,111   7,581   

(2）その他 　 5,451   5,189   5,233   

貸倒引当金 　 △430   △355   △391   

計 　 12,848   11,944   12,424   

固定資産合計 　  33,776 38.7  32,642 41.8  33,147 39.8

資産合計 　  87,371 100.0  78,081 100.0  83,274 100.0
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前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１　支払手形 　 4   9   10   

２　買掛金 　 7,681   6,751   7,232   

３　短期借入金
 ※２
　

3,500   3,500   3,500   

４　未払金 　 9,633   6,326   8,787   

５　賞与引当金 　 321   328   219   

６　役員賞与引当金 　 19   7   －   

７　その他
※５　　
　　

7,959   3,772   4,926   

流動負債合計 　  29,118 33.4  20,695 26.5  24,677 29.7

Ⅱ　固定負債 　          

１　長期借入金 　 9,000   9,000   9,000   

２　繰延税金負債 　 2,247   1,913   2,077   

３　役員退職慰労
引当金

　 169   －   169   

４　長期預り金 　 45   4   13   

５　その他　 　 －   107   －   

固定負債合計 　  11,462 13.1  11,025 14.1  11,261 13.5

負債合計 　  40,581 46.5  31,720 40.6  35,938 43.2

　 　          

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１　資本金 　  20,972 24.0  20,972 26.9  20,972 25.2

２　資本剰余金 　          

 (1) 資本準備金 　 5,343   5,343   5,343   

(2) その他資本
剰余金

　 11,472   11,471   11,472   

資本剰余金合計 　  16,815 19.2  16,814 21.5  16,815 20.2

３　利益剰余金 　          

 (1) その他利益剰余金 　          

固定資産圧縮
積立金

　 2,318   2,406   2,406   

固定資産圧縮特
別勘定積立金

　 426   －   －   

別途積立金 　 5,000   5,000   5,000   

繰越利益剰余金 　 641   936   1,677   

利益剰余金合計 　  8,387 9.6  8,343 10.7  9,084 10.9

４　自己株式 　  △122 △0.1  △130 △0.2  △128 △0.2

株主資本合計 　  46,054 52.7  46,000 58.9  46,744 56.1

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

１　その他有価証券
評価差額金

　  713 0.8  343 0.5  583 0.7

２　繰延ヘッジ損益 　  22 0.0  16 0.0  7 0.0

評価・換算差額等
合計

　  736 0.8  360 0.5  590 0.7

純資産合計 　  46,790 53.5  46,360 59.4  47,335 56.8

負債純資産合計 　  87,371 100.0  78,081 100.0  83,274 100.0
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②【中間損益計算書】

　 　
前中間会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前事業年度の要約損益計算書
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  43,339 100.0  39,004 100.0  94,888 100.0

Ⅱ　売上原価 　  31,916 73.6  29,108 74.6  71,876 75.7

売上総利益 　  11,423 26.4  9,895 25.4  23,012 24.3

Ⅲ　販売費および一般管
理費

　  12,062 27.9  10,255 26.3  22,568 23.8

営業利益または
営業損失（△）

　  △638 △1.5  △359 △0.9  443 0.5

Ⅳ　営業外収益 　          

１　受取利息および配
当金

　 258   266   303   

２　為替差益 　 81   －   29   

３　その他 　 63 403 0.9 66 332 0.8 125 457 0.5

Ⅴ　営業外費用 　          

１　支払利息 　 109   100   192   

２　為替差損　 　 －   66   －   

３　その他 　 25 134 0.3 19 186 0.5 94 286 0.3

経常利益または
経常損失（△）

　  △369 △0.9  △213 △0.6  614 0.7

Ⅵ　特別利益 　          

１　固定資産売却益  ※１ 0   4   479   

２　投資有価証券
売却益

　 64   －   64   

３　事務所移転補償金 　 －   69   －   

４　その他 ※３　 2 67 0.2 33 107 0.3 114 658 0.7

Ⅶ　特別損失 　          

１　固定資産処分損 ※２　 43   19   74   

２　災害損失 　 －   －   150   

３  事業再編成費用  ※４ 286   －   419   

４　投資有価証券
評価損

　 6   5   16   

５　その他 ※５ 3 339 0.8 0 24 0.0 16 677 0.8
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前中間会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前事業年度の要約損益計算書
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

税引前中間
（当期）純利益
または中間純損失
（△）

　  △642 △1.5  △130 △0.3  594 0.6

法人税、住民税
および事業税

　 △307   △56   28   

法人税等調整額 　 － △307 △0.7 － △56 △0.1 204 233 0.2

中間（当期）
純利益または中間
純損失（△）

　  △334 △0.8  △74 △0.2  361 0.4
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間　（平成19年１月１日から　平成19年６月30日まで）

 

株主資本

資本金

 資本剰余金  利益剰余金

自己株
式

株主資
本合計

資本

準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他利益剰余金

利益
剰余金
合計

固定資
産圧縮
積立金

固定資
産圧縮
特別勘
定積立
金

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

平成18年12月31日　残高

（百万円）
20,972 5,343 11,472 16,815 2,318 426 5,000 1,643 9,388 △106 47,071

中間会計期間中の変動額            

剰余金の配当 － － － － － － － △666 △666 － △666

中間純利益 － － － － － － － △334 △334 － △334

自己株式の取得 － － － － － － － － － △20 △20

自己株式の処分 － － 0 0 － － － － － 4 4

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額（純額）
－ － － － － － － － － － －

中間会計期間中の変動額合計

（百万円）
－ － 0 0 － － － △1,001 △1,001 △15 △1,016

平成19年6月30日　残高

（百万円）
20,972 5,343 11,472 16,815 2,318 426 5,000 641 8,387 △122 46,054

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他
有価証
券評価
差額金

繰延
ヘッジ
損益

評価・
換算
差額等
合計

平成18年12月31日　残高

（百万円）
619 7 627 47,698

中間会計期間中の変動額     

剰余金の配当 － － － △666

中間純利益 － － － △334

自己株式の取得 － － － △20

自己株式の処分 － － － 4

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額（純額）
94 14 108 108

中間会計期間中の変動額合計

（百万円）
94 14 108 △908

平成19年6月30日　残高

（百万円）
713 22 736 46,790

当中間会計期間　（平成20年１月１日から　平成20年６月30日まで）

 

株主資本

資本金

 資本剰余金  利益剰余金

自己株
式

株主資
本合計

資本

準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他利益剰余金
利益
剰余金
合計

固定資
産圧縮
積立金

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

平成19年12月31日　残高

（百万円）
20,972 5,343 11,472 16,815 2,406 5,000 1,677 9,084 △128 46,744

中間会計期間中の変動額           

剰余金の配当 － － － － － － △666 △666 － △666

中間純利益 － － － － － － △74 △74  △74

自己株式の取得 － － － － － － － － △6 △6

自己株式の処分 － － △1 △1 － － － － 4 3

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額（純額）
－ － － － － － － － － －

中間会計期間中の変動額合計

（百万円）
－ － △1 △1 － － △740 △740 △2 △743

平成20年6月30日　残高

（百万円）
20,972 5,343 11,471 16,814 2,406 5,000 936 8,343 △130 46,000
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評価・換算差額等

純資産合計
その他
有価証
券評価
差額金

繰延
ヘッジ
損益

評価・
換算
差額等
合計

平成19年12月31日　残高

（百万円）
583 7 590 47,335

中間会計期間中の変動額     

剰余金の配当 － － － △666

中間純利益 － － － △74

自己株式の取得 － － － △6

自己株式の処分 － － － 3

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額(純額）
△239 8 △230 △230

中間会計期間中の変動額合計

（百万円）
△239 8 △230 △974

平成20年6月30日　残高

（百万円）
343 16 360 46,360

前事業年度の株主資本等変動計算書　（平成19年１月１日から　平成19年12月31日まで）

 

株主資本

資本金

 資本剰余金  利益剰余金

自己株
式

株主資
本合計

資本

準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他利益剰余金

利益
剰余金
合計

固定資
産圧縮
積立金

固定資
産圧縮
特別勘
定積立
金

別途
積立金

繰越
利益
剰余金

平成18年12月31日　残高

（百万円）
20,972 5,343 11,472 16,815 2,318 426 5,000 1,643 9,388 △106 47,071

事業年度中の変動額            

固定資産圧縮積立金の積立 － － － － 426 － － △426 － － －

固定資産圧縮積立金の取崩 － － － － △338 － － 338 － － －

固定資産圧縮特別勘定積立

金の取崩
－ － － － － △426 － 426 － － －

剰余金の配当 － － － － － － － △666 △666 － △666

当期純利益 － － － － － － － 361 361 － 361

自己株式の取得 － － － － － － － － － △27 △27

自己株式の処分 － － 0 0 － － － － － 5 5

株主資本以外の項目の事業年

度中の変動額（純額）
－ － － － － － － － － － －

事業年度中の変動額合計

（百万円）
－ － 0 0 88 △426 － 33 △304 △21 △326

平成19年12月31日　残高

（百万円）
20,972 5,343 11,472 16,815 2,406 － 5,000 1,677 9,084 △128 46,744

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他
有価証
券評価
差額金

繰延
ヘッジ
損益

評価・
換算
差額等
合計

平成18年12月31日　残高

（百万円）
619 7 627 47,698

事業年度中の変動額     

固定資産圧縮積立金の積立 － － － －

固定資産圧縮積立金の取崩 － － － －

固定資産圧縮特別勘定積立

金の取崩
－ － － －

剰余金の配当 － － － △666

当期純利益 － － － 361

自己株式の取得 － － － △27
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評価・換算差額等

純資産合計
その他
有価証
券評価
差額金

繰延
ヘッジ
損益

評価・
換算
差額等
合計

自己株式の処分 － － － 5

株主資本以外の項目の事業年

度中の変動額（純額）
△36 △0 △36 △36

事業年度中の変動額合計

（百万円）
△36 △0 △36 △362

平成19年12月31日　残高

（百万円）
583 7 590 47,335
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前事業年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

１　資産の評価基準および

評価方法

(1）有価証券

子会社株式および関連会社株

式

移動平均法による原価法

(1）有価証券

子会社株式および関連会社株

式

同左

(1）有価証券

子会社株式および関連会社株

式

同左

　 その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格等

に基づく時価法（評価差額

は全部純資産直入法により

処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

その他有価証券

時価のあるもの

　　　同左

その他有価証券

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法によ

り算定）

　 時価のないもの

　移動平均法による原価法

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

　 (2）デリバティブ

時価法

(2）デリバティブ

同左

(2）デリバティブ

同左

　 (3）たな卸資産

移動平均法による原価法

(3）たな卸資産

同左

(3）たな卸資産

同左

２　固定資産の減価償却の

方法

(1）有形固定資産

定率法

　ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物については

定額法によっております。

　なお、主な耐用年数は以下の

とおりであります。

建物　　　15～45年

機械装置　４～12年

(1）有形固定資産

定率法

　ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物については

定額法によっております。

　なお、主な耐用年数は以下の

とおりであります。

建物　　　10～45年

機械装置　７～12年

(1）有形固定資産

定率法

　ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物については

定額法によっております。

　なお、主な耐用年数は以下の

とおりであります。

建物　　　10～45年

機械装置　４～12年

　 　

　

　

　

　

　

　（追加情報）

　当中間会計期間より、法人税法の

改正に伴い平成19年3月31日以前

に取得した資産については、改正

前の法人税法の適用により取得価

額の５％に到達した事業年度の翌

会計年度より、取得価額の５％相

当額と備忘価額との差額を５年間

にわたり均等償却し、減価償却費

に含めて計上しております。

 これにより、営業損失、経常損失

及び税引前中間純損失が96百万円

増加しております。　

　　　　　

　

　

　 (2）無形固定資産

定額法

　なお、ソフトウェア（自社利

用分）については、社内におけ

る利用可能期間（５年）に基

づく定額法によっております。

(2）無形固定資産

同左

　

(2）無形固定資産

同左

　

３　引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収

可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

　 (2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるた

め、将来の賞与支給見込額のうち

当中間会計期間負担額を計上し

ております。

(2）賞与引当金

同左

(2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるた

め、将来の賞与支給見込額のうち

当事業年度の負担額を計上して

おります。
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項目
前中間会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前事業年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

　 (3）役員賞与引当金

役員の賞与の支給に備えるた

め、支給見込額のうち当中間会

計期間に負担すべき額を計上し

ております。 

(3）役員賞与引当金

同左

　

　

　

(3）役員賞与引当金

  役員の賞与の支給に備えるた

め、支給見込額のうち当事業年度

に負担すべき額を計上しており

ます。 

　 (4）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給

付債務および年金資産の見込額

に基づき、当中間会計期間末にお

いて発生していると認められる

額を計上しております。

　なお、会計基準変更時差異（

3,249百万円）については、15年

による按分額を費用処理してお

ります。

　また、数理計算上の差異は、各期

の発生時における従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数

（10年）による定額法により、そ

れぞれ発生の翌事業年度から損

益処理しております。

　過去勤務債務は、その発生時の

従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（10年）による定

額法により損益処理しておりま

す。

(4）退職給付引当金

同左

(4）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における退職給

付債務および年金資産の見込額

に基づき、計上しておりす。

　なお、会計基準変更時差異（

3,249百万円）については、15年

による按分額を費用処理してお

ります。

　また、数理計算上の差異は、各期

の発生時における従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数

（10年）による定額法により、そ

れぞれ発生の翌事業年度から損

益処理しております。

　過去勤務債務は、その発生時の

従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（10年）による定

額法により損益処理しておりま

す。

　 (5）役員退職慰労引当金

　役員、執行役員および執行理事

の退職慰労金の支出に備えるた

め、内規に基づく中間期末要支給

額を計上しております。

(5）役員退職慰労引当金

──────　　　

(5）役員退職慰労引当金

　役員、執行役員および執行理事

の退職慰労金の支出に備えるた

め、内規に基づく期末要支給額を

計上しております。

　 　

　

　(追加情報)

  当社は役員、執行役員および執行

理事の退職慰労金の支給に備える

ため、内規に基づく期末要支給額を

計上しておりましたが、平成20年３

月25日開催の定時株主総会におい

て、当社役員、執行役員および執行

理事の退職慰労金制度の廃止及び

打ち切り支給を決議いたしました。

これにより当中間会計期間より当

社役員、執行役員および執行理事に

対する役員退職慰労引当金を全額

取崩し、打ち切り支給に伴う未払額

107百万円を固定負債の「その他」

に含めて計上しております。　

　

　

４　リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左
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項目
前中間会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前事業年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

５　ヘッジ会計の方法 (1）ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっており

ます。 

　なお、振当処理の要件を満たし

ている為替予約および通貨オプ

ションについては振当処理を、特

例処理の要件を満たしている金

利スワップについては特例処理

によっております。

(1）ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっており

ます。 

　なお、振当処理の要件を満たし

ている為替予約については振当

処理を、特例処理の要件を満たし

ている金利スワップについては

特例処理によっております。

(1）ヘッジ会計の方法

　　　　 　同左

　 (2）ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

 　デリバティブ取引（為替予約

取引、金利スワップ取引、通貨

オプション取引）

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段

 　デリバティブ取引（為替予約

取引、金利スワップ取引）

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象

　　ヘッジ手段

 　　　　　同左

　 ヘッジ対象

 相場変動等による損失の可

能性があり、相場変動等が評価

に反映されていないものおよ

びキャッシュ・フローが固定

され、その変動が回避されるも

の。

ヘッジ対象

　　　　同左

 　　ヘッジ対象

 　　　　　　　同左

　 (3）ヘッジ方針

　当社の内規に基づき、通貨およ

び金利の取引における市場相場

変動およびキャッシュ・フロー

変動に対するリスク回避を目的

としてデリバティブ取引を利用

しており、投機目的の取引は行っ

ておりません。

(3）ヘッジ方針

同左

(3）ヘッジ方針

同左

　 (4）ヘッジ有効性評価の方法

　ヘッジの有効性の判定は、原則

としてヘッジ開始時から有効性

判定時点までの期間において、

ヘッジ対象の相場変動または

キャッシュ・フロー変動の累計

とヘッジ手段の相場変動または

キャッシュ・フロー変動の累計

とを比較し、両者の変動額等を基

礎にして判断することとしてお

ります。

(4）ヘッジ有効性評価の方法

同左

(4）ヘッジ有効性評価の方法

同左

６　税効果会計 　当中間会計期間における税金費

用は簡便法により計算し、中間損

益計算書において一括して「法人

税、住民税および事業税」として

記載しております。

同左 ─────

７　その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

　

消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

　なお、仮払消費税等、仮受消費税等

はそれぞれ流動資産「その他」、流

動負債「その他」に含めて表示し

ております。

　

　なお、従来、仮払消費税等と仮受消

費税等は、流動資産の「その他」及

び流動負債の「その他」に含めて

表示しておりましたが、当中間会計

期間より、仮払消費税等及び仮受消

費税等は相殺のうえ流動負債の

「その他」に含めて表示しており

ます。

 これにより、流動資産の「その

他」及び流動負債の「その他」が

それぞれ1,611百万円減少しており

ます。　
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前事業年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

 (有形固定資産の減価償却方法)

当中間会計期間より、平成19年度

の税制改正による減価償却方法を

適用しており、平成19年４月１日以

降取得した建物(附属設備を除く)に

ついては定額法、その他の有形固定

資産については定率法を採用して

おります。ただし既存資産について

は、従来通り旧定額法、旧定率法に

よっております。

　なお、この変更による影響額は軽

微であります。 

　          ──────　　

　

 (有形固定資産の減価償却方法)

当事業年度より、平成19年度の税

制改正による減価償却方法を適用

しており、平成19年４月１日以降取

得した建物(附属設備を除く)につい

ては定額法、その他の有形固定資産

については定率法を採用しており

ます。ただし既存資産については、

従来通り旧定額法、旧定率法によっ

ております。

　なお、この変更による影響額は軽

微であります。 
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

項目
前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末
（平成19年12月31日）

※１　有形固定資産減価償却

累計額      37,403百万円   38,824 百万円         37,727百万円

※２　担保に供している資産な

らびに担保付債務は次の

とおりであります。

　 　 　

(1）工場財団担保に供し

ている資産

　 　 　

建物、構築物、機械装

置、工具器具備品、土

地

 

  

  173百万円

  

  

    155百万円

   

　

  166百万円

　

(2）上記に対応する債務 　 　 　

短期借入金    4百万円

　

   3百万円

　

     3百万円

　

 ※３　圧縮記帳額

　国庫補助金の受入れに

より、取得価額より控除

している固定資産の圧縮

記帳額 　 　  

　

建物

その他

　 計

 

2百万円

   127百万円

   129百万円

   

  2百万円

     127百万円

   129百万円

　

2百万円

   127百万円

129百万円

　４　偶発債務 　 　 　

  

　下記会社等の金融機関

借入金に対し保証を行っ

ております。

　 　 　

サンバイオ㈱

従業員（提携カード

ローン）

従業員（住宅貸付金）

　計

  225百万円

  65百万円

   173百万円

   464百万円

     －百万円

    62百万円

     149百万円

     211百万円

 53百万円

  60百万円

    155百万円

269百万円

※５ 中間期末日(期末日）

満期手形の処理

　中間期末日満期手形の会計処理に

ついては、手形交換日をもって決済

処理しております。

　なお、当中間会計期間末日が金融

機関の休日であったため、次の期末

日満期手形が決算期末日残高に含

まれております。

　         ─────

　

　期末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理

しております。

　なお、当会計年度末日が金融機関

の休日であったため、次の期末日満

期手形が決算期末日残高に含まれ

ております。

　 受取手形    414百万円

　

　

　 　

　

受取手形

設備関係支払

手形

      182百万円

8百万円
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（中間損益計算書関係）

項目
前中間会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前事業年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

※１　固定資産売却益の内訳 　 　 　

ビル所有権持分

その他

計

  －百万円

 0百万円

  0百万円

  　3百万円

  0百万円

   4百万円

477百万円

1百万円

479百万円

※２　固定資産処分損の内訳 　 　 　

建物および構築物

機械装置

その他有形固定資産

解体費、その他

計

  10百万円

 －百万円

 18百万円

  14百万円

  43百万円

   2百万円

 　5百万円

   0百万円

    10百万円

    19百万円

26百万円

27百万円

16百万円

3百万円

    74百万円

※３　特別利益その他の主要　

な内訳

　　 　       　

貸倒引当金戻入益 2百万円 33百万円　 61百万円

固定資産処分損戻入益 －百万円 －百万円　 47百万円

ゴルフ会員権売却益 －百万円 －百万円　 　5百万円

※４　事業再編成費用の内訳 　 　　　　　──────　　             

たな卸資産処分損

有形固定資産除却損

リース解約違約金

ラベルデザイン除却損

事務所移転費用

計

  182百万円

 40百万円

  12百万円

  51百万円

 －百万円

  286百万円

　

　

   

  

　

   

     211百万円

   67百万円

    12百万円

    51百万円

 77百万円

     419百万円

※５　特別損失その他の主要

な内訳

　 　　　　　────── 　

アスベスト対策費

貸倒引当金繰入額

  1百万円

 1百万円

   

　

　　　　1百万円

　 15百万円

　６　減価償却実施額 　 　 　

有形固定資産

無形固定資産

計

1,112百万円

251百万円

1,363百万円

   1,183百万円

   300百万円

     1,483百万円

　  2,281百万円

   531百万円

     2,813百万円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

 前中間会計期間　（平成19年１月１日から　平成19年６月30日まで）

 自己株式の種類および株式数に関する事項 　

　
前事業年度末

株式数（株）

当中間会計期間

増加株式数（株）

当中間会計期間

減少株式数（株）

当中間会計期間末

株式数（株）

普通株式　　（注）１，２ 364,529 62,806 14,633 412,702

  合計 364,529 62,806 14,633 412,702

 （注）１.自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取による増加分であります。

       ２.自己株式の株式数の減少は、単元未満株式の買増請求による売渡分であります。

　

　

 当中間会計期間　（平成20年１月１日から　平成20年６月30日まで）

 自己株式の種類および株式数に関する事項 　

　
前事業年度末

株式数（株）

当中間会計期間

増加株式数（株）

当中間会計期間

減少株式数（株）

当中間会計期間末

株式数（株）

普通株式　　（注）１，２ 435,900 31,148 14,865 452,183

  合計 435,900 31,148 14,865 452,183

 （注）１.自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取による増加分であります。

       ２.自己株式の株式数の減少は、単元未満株式の買増請求による売渡分であります。

　

　

 前事業年度　（平成19年１月１日から　平成19年12月31日まで）

 自己株式の種類および株式数に関する事項 　

　 前期末株式数（株） 当期増加株式数（株） 当期減少株式数（株） 当期末株式数（株）

普通株式　　（注）１，２ 364,529 89,734 18,363 435,900

  合計 364,529 89,734 18,363 435,900

 （注）１.自己株式の株式数の増加は、単元未満株式の買取による増加分であります。

       ２.自己株式の株式数の減少は、単元未満株式の買増請求による売渡分であります。
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（リース取引関係）

項目
前中間会計期間

（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前事業年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

１　リース物件の所有権

が借主に移転すると認

められるもの以外の

ファイナンス・リース

取引

（借主側）

(1）リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額および中間

期末残高相当額

（借主側）

(1）リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額および中間

期末残高相当額

（借主側）

(1）リース物件の取得価額相当額、

減価償却累計額相当額および期末

残高相当額

　

　

取得
価額
相当額

(百万円)

減価
償却
累計額
相当額

(百万円)

中間期
末残高
相当額

(百万円)

有形固
定資産
その他

513 237 275

無形固
定資産

1 0 1

合計 515 238 276

　

取得
価額
相当額

(百万円)

減価
償却
累計額
相当額

(百万円)

中間期
末残高
相当額

(百万円)

有形固
定資産
その他

871 430 440

合計 871 430 440

　

取得
価額
相当額

(百万円)

減価
償却
累計額
相当額

(百万円)

期末
残高
相当額

(百万円)

有形固
定資産
その他

505 217 288

無形固
定資産

1 1 0

合計 507 218 289

　 (2）未経過リース料中間期末残高相

当額

(2）未経過リース料中間期末残高相

当額

(2）未経過リース料期末残高相当額

　 １年以内    107百万円

１年超    168百万円

合計    276百万円

１年以内       187百万円

１年超     253百万円

合計       440百万円

１年以内  111百万円

１年超   178百万円

合計 289百万円

　 　なお、未経過リース料中間期末残

高相当額の有形固定資産および無

形固定資産の中間期末残高等に対

する比率が低いため、「支払利子

込み法」により算定しておりま

す。

同左 　なお、未経過リース料期末残高相

当額の有形固定資産および無形固

定資産の期末残高等に対する比率

が低いため、「支払利子込み法」

により算定しております。

　 (3）支払リース料および減価償却費

相当額

(3）支払リース料および減価償却費

相当額

(3）支払リース料および減価償却費

相当額

　 支払リース料   62百万円

減価償却費

相当額
  62百万円

支払リース料    96百万円

減価償却費

相当額
    96百万円

支払リース料  122百万円

減価償却費

相当額
   122百万円

　 (4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法によってお

ります。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

２　オペレーティング・

リース取引

　

 未経過リース料

１年以内  1百万円

１年超  2百万円

合計  3百万円

　

 未経過リース料

１年以内   2百万円

１年超   4百万円

合計   6百万円

　

未経過リース料

１年以内  19百万円

１年超 29百万円

合計 48百万円
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（有価証券関係）

前中間会計期間（平成19年１月１日から　平成19年６月30日まで）、当中間会計期間（平成20年１月１日から　　

平成20年６月30日まで）および前事業年度（平成19年１月１日から　平成19年12月31日まで）

　子会社株式および関連会社株式で時価のあるものは、ありません。

（１株当たり情報）

　中間連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

前中間会計期間
（平成19年１月１日から
平成19年６月30日まで）

当中間会計期間
（平成20年１月１日から
平成20年６月30日まで）

前事業年度
（平成19年１月１日から
平成19年12月31日まで）

　平成19年７月中旬に発生した台風４

号の影響により、水産事業部のたな卸

資産(養殖魚)に被害が出ました。現在、

被害総額および保険求償額について

調査中です。

　───── ─────

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書

およびその添付書類

事業年度

（第91期）

平成19年１月１日から

平成19年12月31日まで

平成20年３月26日

関東財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

保証会社等の情報に該当する事項はありません。

EDINET提出書類

メルシャン株式会社(E00398)

半期報告書

65/69



独立監査人の中間監査報告書

   平成19年９月６日

メルシャン株式会社    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 青木　良夫　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 村松　浩司　　印

　当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

メルシャン株式会社の平成19年１月１日から平成19年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成19年１月１

日から平成19年６月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株

主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、メルシャン株式会社及び連結子会社の平成19年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結

会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報

を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

   平成20年９月５日

メルシャン株式会社    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 泉本　小夜子　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 平野　雄二　  　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

メルシャン株式会社の平成20年１月１日から平成20年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成20年１月１

日から平成20年６月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株

主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、メルシャン株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結

会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報

を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

   平成19年９月６日

メルシャン株式会社    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 青木　良夫　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 村松　浩司　　印

　当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

メルシャン株式会社の平成19年１月１日から平成19年12月31日までの第91期事業年度の中間会計期間（平成19年１月１日

から平成19年６月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計

算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財

務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

メルシャン株式会社の平成19年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成19年１月１日から

平成19年６月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

   平成20年９月５日

メルシャン株式会社    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 泉本　小夜子　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 平野　雄二　  　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

メルシャン株式会社の平成20年１月１日から平成20年12月31日までの第92期事業年度の中間会計期間（平成20年１月１日

から平成20年６月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計

算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財

務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

メルシャン株式会社の平成20年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成20年１月１日から

平成20年６月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。
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